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出土品の取扱いについて（報告）
平成 年 月9 2

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会
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は じ め に

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研

究委員会（以下｢委員会」という ）は，平成６年 月。 10
に，近年の開発事業の増大に伴う埋蔵文化財発掘調査件

数の増加等の埋蔵文化財の発掘調査に関する諸課題に適

切に対応するため，埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充

実について調査研究を行うことを目的として設置され

た。調査研究を進めるに当たっては，各地方公共団体等

における実態を踏まえより審議を深めるため，都道府県

・市町村教育委員会及びその関係機関の実務担当者から

なる協力者会議を設置した。

委員会では，概ね（１）埋蔵文化財保護体制の整備，

（２）埋蔵文化財包蔵地の周知化と開発事業との調整，

（３）発掘調査の方法・期間・費用 （４）出土遺物の，

取扱いと保管方法 （５）その他，の検討課題について，

調査研究を進めることし，まず埋蔵文化財保護体制の整

備に関する諸課題について検討を行い，平成７年 月12
には「埋蔵文化財保護体制の整備充実について」の報告

を行ったところである。

本年は出土品の取扱いに関して委員会６回，協力者会

議５回を開催して検討を行った。検討に当たっては，地

方公共団体 を対象として実態調査を実施するととも(注)

に，埋蔵文化財の関係団体からの意見聴取も行い，出土

品の取扱いの実態や経験を踏まえつつ，出土品の取扱い

に関する現時点における学術上の成果を反映するものを

目指した｡

委員会においては，まず保管・管理を要する出土品を

選択する必要性とその考え方を検討し，さらに管理上の

利便性も考慮して，出土品の適切な保管方法について検

討するとともに，出土品の積極的な活用のあり方につい

ても検討した。この報告はこの検討の結果をとりまとめ

たものである。

なお，埋蔵文化財保護行政は，従来，ともすれば発掘

2,757（注） 全都道府県・市町村のうち出土品を保管している

の都道府県・市町村を対象として調査を実施した。したがっ

て，この報告における数値等は，この地方公共団体における

状況を表すものである。
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調査の急増への対応に追われ，各地方公共団体での埋蔵

文化財の取扱いの標準化・効率化に向けた取り組みが不

十分であったことは否めない。今回は出土品の取扱いに

ついて検討したが，今後とも埋蔵文化財保護行政に関し

て，従来の経験や学術上の成果を踏まえ，標準化・効率

化に向けた積極的な検討を進める必要がある。

委員会としては，今後，文化庁及び地方公共団体にお

いて，この報告を踏まえ，所要の施策の実施を進め，ま

た，更に検討を要する課題に積極的に取り組むことを期

待する。また，出土品の取扱いを改善するためには，専

門職員の充実をはじめとする埋蔵文化財保護体制の整備

・充実，埋蔵文化財センター等の施設の整備・充実が不

可欠であり，そのためのいっそうの理解と積極的な取り

組みを期待したい。

第１章 出土品の取扱いに関する基本的な考え方

１ 出土品の価値とその取扱いの制度

（１）出土品の文化財としての意義

発掘調査に伴う出土品 は，文献資料とは異なる特（注）

質を備え，我が国の歴史や文化を理解する上で欠くこと

のできない情報を提供する貴重な歴史的遺産である。

近年，青森県の三内丸山遺跡の発掘調査や島根県加茂

町での多数の銅鐸の発見等，我が国の歴史を理解する上

において重要な発見が相次いでなされ，また，考古学上

の新たな発見の積み重ねにより，我が国の歴史像が次第

に明らかになってきており，国民の発掘調査や遺跡に対

する関心が高まってきている。出土品についても，学術

上の意義にとどまらず，我が国固有の文化を具現する文

化的遺産として広く活用しなければならないという認識

が高まっている。

また，多くの市町村において，地域の特性を生かした

特色ある地域づくりが進められているが，発掘調査に伴

う出土品を地域の文化財として活用し，個性豊かな地域

づくりに取り組んでいる市町村も多い。

このような国民や地域社会での幅広い関心や認識の高

この報告においては，①文化財保護法上は，発掘調査によ注）

り出土した遺物のうち，都道府県教育委員会等で文化財と認

めたものを「文化財」としていること，②本報告で対象とし

ているものは，そのような「文化財」に限らず，発掘調査現

場で未整理なまま取り上げられたすべてのものを対象として

おり，必ずしも法律上の「文化財」に限られないことから，

対象となる出土遺物については，原則として「出土品」とい

う用語を用い，必要に応じ「出土文化財」という用語を用い

ている。

まりに応え，発掘調査の成果としての出土品を文化財と

していかに適切に保存・活用していくかということは，

今後の埋蔵文化財行政の大きな課題の一つということが

できる。

（２）出土品の取扱いに関する制度とその運用

発掘調査に伴う出土品のうち都道府県教育委員会等に

よる鑑査の結果文化財と認定されたものは，ほとんどが

所有者が判明しないものであるためその所有権は国庫に

帰属する。

， ，国庫に帰属した出土品は その学術的又は芸術的価値

適切な保存・活用の必要性等にかんがみ国において保有

することとされたものを除き，地方公共団体へ譲与する

ことを原則とすることとされている。実際上も国が保有

しているものは毎年１～３件程度であり，近年は，国で

保有したものについても出土した地元の地方公共団体に

おいて保管し，活用しているものがほとんどである｡

出土文化財については，それが文化財保護法や地方公

共団体の条例により重要文化財等として指定されない場

合，現状変更や移動・公開等について法的な規制を受け

ない。しかし，文化庁では，出土文化財を地方公共団体

へ譲与する際，当該出土文化財を適切な施設において一

括して保管・活用すべきことを求めている｡また，出土

文化財の名称・内容・出土地・遺跡名等を記載した台帳

を備えるとともに，滅失，毀損，所有者・所在地の変更

については都道府県教育委員会を経由して文化庁に報告

することを求めている｡（ただし，譲与された出土文化

財の活用のあり方や貸出し等の取扱いについての考え方

や指針は示されていない ）。

このように，発掘調査に伴う出土品については，実態

的には，ほとんどすべてが出土地の地方公共団体の所有

となり，その地方公共団体で一括して保存・活用すると

いう仕組みとなっている。

２ 出土品の保管・管理の現状と課題

（１）出土品の保管・管理の現況

地方公共団体における出土品の保管・管理の現状をみ

ると，現在，地方公共団体で保管されている出土品は約

万箱（出土品量を ㎝× ㎝× ㎝のプラスチ459 60 40 15
ックコンテナ箱に換算。以下同じ ）に上り，ここ数年。

毎年約 万箱づつ増加している。30
保管・管理の状況としては，暫定的な保管施設に保管

されているものが 万箱で半教近くを占め，屋外に246
野積みされているものも約 万箱ある。15
また，保管されている出土品のうち未整理のものが約

４割を占め，整理棚に収納されているものは 万箱191
と半数に満たない。
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このような状況は，出土品自体の保存・活用の観点か

らは好ましいものではなく，現に多くの地方公共団体に

おいて，すでに収蔵され，さらに毎年増え続ける膨大な

量の出土品の取扱いに苦慮しており，その取扱いをどの

ように行っていくかは文化財保護行政上の大きな課題と

なっている。

埋蔵文化財に関する現行の制定ができた昭和 年代20
以降，経済・社会情勢は大きく変化し，発掘調査量も急

増し，それに応じて埋蔵文化財保護に関しても開発事業

との調整のあり方，行政の体制，発掘調査の方法等にお

いてめざましい発展をとげてきた。

発掘調査の段階，整理作業の段階での出土品の取扱い

や保管・管理のあり方についても各地方公共団体におい

て工夫が積み重ねられ，改善のための努力が行われてき

た。

そのような改善努力がなされてきた一方で，現在，多

くの地方公共団体において出土品の保管・管理を含む取

扱いに苦慮する事態となっている背景・理由としては，

およそ次のようなものがあると考えられる。

(ｱ)近年，増加する開発事業に伴って発掘調査量が増加

したこと。

(ｲ)特に，近年，多量の出土品を伴う近世の遺跡の発掘

調査が多くなったこと。

(ｳ)発掘調査自体の精密化により，調査対象となる出土

品が増えたこと。

(ｴ)多量の出土品の整理等を行うための時間や体制が十

分でなかったこと。

，(ｵ)出土品の取扱いに関する明確な方針がなかったため

上記（ｴ）の事情もあり，発掘調査に伴う出土品をと

りあえずすべて収蔵するといった取扱いがなされる

例もあったこと。

(ｶ)出土品の保管・管理に必要な施設の整備等が十分で

なかったこと。

（２）出土品の取扱いに関する問題点の指摘

出土品に関する関心が高まり，その保存・活用が従来

以上に求められる一方で，上記のように，多くの出土品

が，未整理なまま，あるいは好ましくない形態を含めて

さまざまな形で保管・管理されるという状況となってお

， ，り 出土品を保管・管理している地方公共団体からは

このような状況に対し，出土品のうち保管・管理すべ

きものについての考え方を含め，出土品の保管・管理

のあり方に関する方針を定めることを求める意見が強

く出されている｡

また，平成７年 月の総務庁行政監察局「芸術文化11
の振興に関する行政監察結果報告書」においても，地方

公共団体の中には出土品の保管スペースの確保に苦慮

し，活用されている出土品が少ないものがあることが指

摘され，出土品の状態や活用の可能性等に応じた保管方

法の効率化を図るための取扱い基準を定めることが求め

られている。

３ 出土品の取扱いの今後のあり方

以上のような現状や地方公共団体の意見等を踏まえ，

かつ，今後，発掘調査事業量の増加に伴って各地方公共

団体において従来以上に出土品の保管・管理のあり方が

大きな問題となってくることが予想されることを考える

と，出土品の取扱いについての基本的な考え方とそれに

基づく取扱いの基準を明らかにする必要があると考えら

れる。また，発掘調査に伴う出土品のすべてをそのまま

将来にわたり保管・管理していくことは，出土品の適正

な保管・活用を図る観点からも適切ではない。むしろ必

要な選択をした上で保管・管理の対象とすることが適切

であると言える。

， ，この場合 出土品の取扱いに関する基本的考え方等は

出土品の種類，性格，活用のあり方等に係る各地域の事

情を反映したものである必要があることから，文化庁に

おいてそのあり方の大枠を示し，各都道府県がその地域

におけるより具体的な方針を定めることとするのが望ま

しい。

この委員会による出土品の取扱いに関する調査・研究

は，このような視点で，出土品の保管・管理の現況を基

礎としつつ，

①将来にわたり保存・活用を要する出土品の選択

②出土品の合理的な保管・管理のあり方

③出土品の活用のあり方

について検討し，それらに係る施策の方向を提言しよう

とするものである。

第２章

将来にわたり保存・活用すべき出土品の選択

１ 現状と課題

前述のように多くの地方公共団体において出土品の保

管・管理を含む取扱いに苦慮する状況となっており，将

来にわたり保管・管理すべき出土品の選択に関する基本

的な考え方を示すことが必要となっている。

， ，現状においては 発掘調査を行っている現場の段階

発掘調査の現場から整理のために持ち帰る段階，整理

・分類作業の段階，整理等が行われた後の段階等のい

ずれの時点においても選択を実行することについての

標準や方針はなく，文化庁においても，地方公共団体

に対し，これらを明示して選択に関する考え方等を指
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導したことはない。

しかしながら，実際の発掘調査に際しては，特定の種

類の出土品について，発掘調査の過程や出土品の整理等

の段階で，地域の実情，出土品の重量その他の物理的性

格等に応じて調査組織や調査担当者の経験に培われた方

法によって保管しておくべきものの選択を行っている地

方公共団体もある。

現在，地方公共団休において発掘調査現場や出土品整

理等の段階で，出土品の選択を行い一定量のみを保管す

ることとし，又は，記録をとるのみで保管は行わない扱

いとしているものとしては，近世以降の瓦，近世以降の

遺跡の遺構を構成する井戸枠・木樋・建物基礎材，住居

・炉遺構・集石遺構・礫群等に使用されている自然石，

古墳の葺 石・石室の石材，貝塚の貝殻，炭焼き窯跡かき

ら出土する木炭，近世以降の製鉄遺構・鍛冶遺構に伴う

鉱滓，植物の種実や植物遺体，住居跡や土坑等の埋土等

がある。

ただ，地方公共団体においてこのような出土品の選択

的な取扱いを行う際に，一般的な方針ないしは明確な標

準を定めてこれを意識的に実施しているという例はな

く，出土品の選択を行っている場合でも，調査組織や調

査担当者の経験の度合いや選択の能力，選択についての

時間的余裕の有無等の事情に左右され，各地方公共団体

。 ，で様々な取扱いが行われているものと考えられる また

最も極端な場合には，発掘調査現場からすべての出土品

を持ち帰り，整理作業が行われないまま保管されるとい

うような取扱いもみられるなど，各地方公共団体間の出

土品の取扱いの差は大きいと考えられる。

このようなことから，出土品の取扱いを改善するため

には，保管・管理する必要のある出土品の選択について

の基本的な考え方を明らかにし，その上で，その基本的

考え方に即した一定の標準を定め，それに準拠して保管

・管理の対象とする出土品の選択を行うこととする必要

がある。

２ 改善方策

（１）基本的な方向

（ｱ）将来的に保管・管理を要するものの選択に関する

基本的な考え方

出土品は，国民共有の貴重な文化的遺産であり，学

術的にも豊富な情報を提供するものであるが，そのも

つ重要度は一様ではない。また，出土品の種類，性格

や形態も様々である。

したがって，出土品については，まず，将来にわた

り文化財として保存を要し，活用の可能性のあるもの

であるかどうかということを基準として選択を行い，

保存・活用を要するものとされたものについて将来に

わたって保管･管理することとする必要がある。

保管・管理を要する出土品の選択は，この基本理念に

基づいて選択のための視点・要素ごとの考え方の大枠を

明らかにし，さらに具体的な標準を定め，これに即して

行うのが適切である｡

この選択に関する考え方及び標準は，出土品の取扱い

全体が大要において全国的には一定の水準を保つ必要が

あることから，考え方の大枠は文化庁で示し，それをも

とに各都道府県がその地域に適するより具体的な標準を

定めることとするのが望ましい。

なお，このような選択に関する基本的な考え方や後述

する具体的な標準の視点・要素となる事項，標準の内容

は，当然のことながら，文化財についての社会的認識の

変化や判断の根拠となる学術的な知見の進歩・発展等に

従ってその時代に最適なものに改められていくべきもの

であるから，これらについては，今後，国と地方公共団

体が連携しつつ適宜その妥当性や有効性について検証，

研究に努める必要がある。

（ｲ）選択を行う時期及び対象

， ，保管・管理を要する出土品の選択は 発掘調査の段階

出土品の整理作業の段階，それ以降の段階等いずれの時

点でも行うことができる。

どの段階で選択を行うかは，出土品の種類や形状等，

あるいは発掘調査主体側の事情等によってさまざまであ

ると考えられる。

具体的には，発掘調査現場の段階で全数を保存する必

要がないと判断される場合には，その段階で記録をとる

等必要な措置を講じた上で整理作業場へ持ち帰らず，あ

るいは全数のうちの一定量（数）のみを持ち帰ることと

することもあろう。発掘調査現場でそのような判断を行

うことが困難な場合には，整理作業の段階で必要な記録

をとり選択を行うこともあるであろう。

また，選択は，整理作業の段階では保存することとさ

れた出土品についても，その後必要に応じて，逐次，経

常的に行う必要があり，現在収蔵・保管されているもの

についても選択を行うこととが必要である。

（ｳ）保管・管理を要しないものとされた出土品の取扱

い等に関する留意事項

上記の選択の結果，保管・管理を要しないものとされ

た出土品については廃棄その他の処分を行うこととなる

が，その場合にはその出土品の種類・性格・数量等に応

じて，何を，どこに，どのように処分したかの概要に関

する記録・資料を作成・保管するとともに，処理したも

のが，将来，無用の誤解・混乱を生ずることのないよう

配慮する必要かある。

なお，都道府県教育委員会においては，各市町村から
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上記の記録・資料の提出を受ける等により，管下におけ

る出土品の選択及びその後の取扱いの状況を把握し，必

要に応じて市町村を指導するなど，その適正な取扱いの

確保に努める必要がある。

（２）選択の標準の大枠

将来にわたり保管・管理する必要のある出土品を選択

するに際して判断の要素・視点となる事項，選択の標準

あるいは方針として具体化する場合の考え方の大枠は，

次のとおりである。

◎基本本的考え方

出土品の選択は，将来にわたり保存し，活用を図る必

要性・可能性の観点から，保管・管理していく必要があ

るかどうかを判断するものであり，その判断の基準とな

る考え方は出土品の種類・性格・活用の可能性等に係る

各地域の事情等を反映したものである必要がある。した

がって，具体的な標準あるいは方針は，以下に示す各要

素・視点を総合的に勘案して各都道府県が定めることと

するのが適切である。

各都道府県において具体的な方針や標準を定めるに際

しては，各地域の事情や関連の学問分野等に係る要素を

加える等により，適切な内容とする必要がある。また，

国と地方公共団体が連携しつつ，適宜，その妥当性，有

効性について検討・研究を進めることも必要である｡

◎選択についての標準・方針の要素・視点となる事項

①出土品の種類

出土品の種類・性格による分類の要素であり，出土

， ，品の選択的な取扱いの判断に際して最も基本的 かつ

重要な要素である。

出土品の分類方法の一例として次のようなものが考

えられる。この分類は人間の活動との関係の深さ・密

接度の程度により分類したものであるが，一般的には

人間活動との距離があるものほど選択を行う幅が大き

くなるものと考えられる｡

たとえば，遺跡の当時の環境を示す自然物は，環境

の状況を把握するに必要な量を採取すれば足り，遺構

を構成する未加工の素材は，その総量が膨大である場

合，状況等を記録した上でサンプルを保存することで

足りるとする等のことが考えられる｡

②時代

出土品が製作され，又は埋蔵された時代の要素であ

る。

出土品の性格・価値は，それが製作・使用され，埋蔵

された歴史的時代区分と不可分の関係にあり，そのい

ずれであるかは取扱いを考慮するに際しての一つの要

素である。

たとえば，瓦の場合，近世のものについては一定の

サンプルのみを保存する等，特定の時代に属するある

種類の出土品にあっては，残存状況その他の要素の如

何を超えて取扱いが定められる等のことが考えられ

る。

③地域

出土品が出土した場所・地方あるいは歴史的・文化

的な区域の要素である。

出土品の性格・重要度は，それが出土した場所が属

する歴史的・文化的な成り立ちと不可分の関係にあ

り，そのことは，取扱いを考慮するに際しての重要な

要素である。

たとえば，同じ様式の出土品であっても，通常それ

が分布する文化圏の外で出土した場合は，文化の伝播

の範囲等を示す点で残存状況その他の要素の如何を超

えて貴重とされる等のことが考えられる。

④遺跡の種類・性格

出土品が出土した遺跡の種類・性格の要素である。

出土品は，通常，それが埋蔵されていた遺跡との関

係でその性格・重要度等を確定できるものであり，い

《出土品の種類・分類例》

遺物（人又は人の活動に直接関係するもの）

人の遺体又はその一部・人自体の痕跡等（人骨･

頭髪･足跡等）

道具（土器・陶磁器・石器・金属器・木器等)

道具等製作時の副産物（石材チップ・木材削りか

す・製鉄遺跡の鉄滓等）

遺構を構成していた素材 加工された素材：

古墳の石室材・石

垣の石材・木杭等

未加工の素材：

配石遺構の自然石

・古墳の葺石・焼

土・焼石等）

原料・食料等 道具等の原材料：

石器の原石・金属鉱石・粘土

塊・アスファルト等

家畜・栽培植物：

イヌ・ウマの動物遺体等

自然遺物：

食べかす（貝殻・種子・動物

骨等）

自然物（自然環境を示すもの）
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かなる種類の遺跡と関係するものであるかは，その取

扱いを考慮するに際しての重要な要素である。

たとえば，同種の出土品であっても，出土した遺跡

の種類・性格との関係のあり方によって，その性格・

重要度の評価・認識は異なり，残存状況等の他の要素

の如何を超えて貴重とされる等のことが考えられる｡

⑤遺跡の重要性

出土品が出土した遺跡の重要度の要素である。

出土品が出土した遺跡の重要度は，その出土品の取

扱いを考慮するに際しての要素の一つである。

たとえば，同種の出土品であっても，出土した遺跡

の重要度が高い場合は，その遺跡の重要性を総合的に

具現する関係の一括資料として保存しておく必要性が

高いとされる等のことが考えられる。

⑥出土状況

出土品の出土状況，特に遺構との関係に関する要素

である｡

遺構に伴って出土したものか否か等その出土状況

は，その出土品の性格・重要度の認識・評価に直接関

係するものであり，その取扱いを考慮するに際しての

要素の一つである。

たとえば，同種の出土品であっても，遺構に伴って

出土したものは表土中など遺構に伴わない状態で検出

されたものより保存しておく必要性が高いとされる等

のことが考えられる。

⑦規格性の有無

出土品が規格品であるか否かの要素である。

規格品であるか否かは，その出土量や残存度の要素

等との相関関係を含めて，その取扱いを考慮するに際

しての要素の一つである。

たとえば，桟瓦等の型作りによる規格品が多量に出

土し，それぞれの残存度の良否に大差がある場合，状

況・総量等を記録した上で，残存度のよいものを選択

的に保存する等の取扱いが考えられる｡

⑧出土量

同種・同型・同質の出土品の出土量の要素である。

同種・同型・同質のものがどの程度出土したかは，

， ，規格性の要素 残存度の要素等との相関関係を含めて

その取扱いを考慮するに際しての要素の一つである。

たとえば，近世の屋瓦，陶磁器窯跡からの出土品，

製鉄遺跡からの鉄滓，貝塚の貝殻等同種・同型・同質

のものが同一遺跡内から多量に出土する場合，総体の

記緑を採った上で一定量のみを保存する等の取扱いが

考えられる。

⑨残存度・遺存状況

出土品の残存の程度（保存の良否）の要素である。

出土品がどの程度の残存度 形状のものであるか 完， （

形品であるか，破片であるか等）は，重要度や活用可

能性の要素等との相関関係を含めて，その取扱いを考

慮するに際しての重要な要素の一つである。

たとえば，接合の可能性がない程度に磨滅した土器

片等は，格別活用の方途がなければ保存を要しないこ

ととする等の取扱いが考えられる。

⑩文化財としての重要性

出土品自体がもっている文化財としての性格・重要

性の内容・高低の要素である｡

他の要素と独立にその出土品自体がもっている文化

財としての性格や重要性の高さは，出土品の取扱いを

考慮するに際しての重要な要素の一つである｡

たとえば，残存度，出土遺跡との関係等の要素にお

いては必ずしも注目に値しないが，文字や絵画がある

など人の活動や文化を復元・把握するために有効であ

る等の評価により貴重なものとされ，保存を要するこ

ととする等の取扱いが考えられる。

⑪移動･保管の可能性

出土品の大きさ・形状・重さ，それによる移動・保

管の可能性の要素である。

出土品の大きさ・形状・重量は，移動や保管，活用

の可能性を物理的に規制するものであり，出土品の取

扱いを考慮するに際しての要素の一つである。

たとえば，古墳の石室を構成していた石材，配石遺

構の石材のように巨大で移動や保管が極めて困難なも

のについては，記録を採った上で保存しないこととす

る等の取扱いが考えられる。

⑫活用の可能性の要素

出土品の将来的な活用の可能性の有無・程度等に関

する要素である｡

将来において活用の可能性があるかどうか，どのよ

うな活用の方途があるかは，その取扱いを考慮するに

際しての基本的，かつ，重要な要素である。その時点

で想定できるいかなる方法によっても活用の可能性が

みあたらない出土品は，保存しておく必要がないとす

る必要があろう。

第３章

出土品の保管・管理の現状と課題及び改善方策

１ 出土品の保管・管理の現状と課題

（ｱ）収蔵量及び増加量の状況

平成７年３月現在で，地方公共団体に保管されている

出土品の総量は約 万箱に達しており，これを都道459
府県，市町村別にみると，都道府県に約 万箱，市177
町村に約 万箱となっている。平均すると１都道府282
県当たり約 箱，１市町村当たり約 箱であ38,000 1,000
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る｡

保管されている出土品を種類別にみると，土器が全体

の ％を占め，次いで瓦類が９％，石器・石製品が６70
％，木製品が４％，鉱滓類・木炭が２％，以下自然礫・

自然石，動物遺体，埴輪，植物遺体，金属製品・人骨・

骨角器などが続く。

出土品の増加量をみると，平成２年度から６年度まで

は年間約 万箱づつ増加している。増加のペースは年30
によってほとんど変わりがなく，発掘調査の事業量も同

様に増加していることから，今後も同様のペースで増加

し続けることが予想される｡

（ｲ）保管・管理のための施設及び保管・管理の状況並

びに課題

保管・管理のための施設としては出土品保管専用の恒

常的施設（鉄筋・鉄骨，軽量プレハブ，木造等）と仮置

き用の暫定的施設（本来は別目的の鉄筋・鉄骨施設，軽

量プレハブ，木造施設，テント等）がある｡

出土品のうち恒常的保管施設に保管されているのは約

万箱 (約 ％ ，暫定的施設に保管されているの213 47 ）

246 53 197は約 万箱 (約 ％ となっている このうち約） 。

万箱が軽量プレハブ，テント等の簡便な施設に保管され

ている。

各施設における保管状況をみると，恒常的施設，暫定

的施設を通じて棚に収蔵されているものが約 万箱191
（ ％ ，床に積み上げられているものが約 万箱42 243）

（ ％ ，戸外に野積みのものが約 万箱（３％）と53 15）

なっている。

また，保管されている出土品のうち未整理のものが約

％を占めている。このため，保管・管理を要する出40
土品の選択や合理的な保管・管理のために必要な施設の

整備，出土品整理の促進により野積み等の不適正な状況

にあるものの解消，が早急に取り組むべき課題である。

整理済みで整理棚に収納されている出土品について，

その収納方法をみると，材質，遺存状況 （完形品かど

うか等 ，報告書に登載されたものであるか否か等の区）

分で収納方法を区別している地方公共団体は 団体616
（ 都道府県， 市町村）で全体の約 ％である。33 583 25
収納スペースを効率的に利用するためには収納方法を

区別する方がよいと考えられるので，この方法の積極的

活用を検討する必要がある。

出土品を，出土した遺跡単位で一括して保管している

かどうかについてみると， 市町村（ ％）の計1,937 84
都道府県・市町村となっている。文化庁では出土1,970

文化財の地方公共団体への譲与に際して，一括保存を指

導しているが，前述の収納方法の区別化を含めて，合理

的な保管・管理を行う場合には，必ずしも一括保管にこ

だわる必要はないものと考えられる。

出土品の管理のための登録や検索についてコンピュー

271ターや台帳によりシステム化を行っているところは

（ ， ）都道府県・市町村 都道府県の ％ 市町村の ％53 10
となっており，総体としてシステム化は進んでいない。

適切な保存と積極的な活用のための管理のあり方として

改善を要する点である。

２ 改善方策

（１）保管・管理の方法

（ｱ）基本的な方向

出土品を適切に保存・活用し，かつ，保管スペースを

効率的に利用していくためには，種々多様な出土品を一

律に取り扱うのではなく，その性格・重要度・形状，保

管の方法，活用の頻度，報告書記載の有無等の諸要素を

勘案して出土品を区分し，その区分に応じて保管・管理

の態様をいくつかの種類・段階に分け，適正かつ体系的

に保管・管理を行うこととすることが必要である。

この場合，出土品の保管・管理は必ずしも同一遺跡か

らの出土品は同一の地方公共団休で一カ所に一括して保

管するという考え方にとらわれる必要はなく，柔軟な考

え方に立った対応が必要と考えられる。

なお，出土品の暫定的施設での仮置きや床・屋外での

積上げ状態を解消し，適正な保管・管理を進めるには，

まず発掘調査現場から取り上げてきたまま未整理の状態

で保管されているものの整理を進める必要がある｡

整理作業を促進させるためには，整理作業体制や作業

を効率的に実施できる整理場所の充実等が必要である。

（ｲ）出土品及び保管・管理の態様の区分

適正かつ合理的・効率的な保管・管理のための出土品

の区分を行うについては，次のような要素を総合的に勘

案する必要がある。

①種類・形状・形態の要素

出土品の性質，完形品・破片等の区別，出土品の大

きさ・重量等（人工物であるか白然物であるか，完形

品であるか破片であるか，通常の保管施設に収納でき

る大きさであるかどうか等）の要素である。

②材質・遺存状況の要素

出土品の材質（金属製品・土製品・木製品等の別）

及び破損・劣化の程度，保存処理や劣化防止の措置を

経常的に執る必要があるか否か，保管･管理のための

特別の施設，設備を必要とするか否かの要素である。

③文化財としての重要性の要素

出土品の文化財としての重要性の程度（ひいては活

用の可能性の高低）の要素である。

④発掘調査報告書・記録等への登載の有無の要素
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発掘調査報告書や記録等に登載され，その存在が広

く知られたものであるか否かの要素である。

⑤整理済み・未整理の要素

発掘調査による出土品として体系的な整理作業を完

了したものであるか否かの要素である。

⑥活用の状況・可能性の要素

活用の頻度・内容等の要素である。

出土品については，上記の各要素を総合的に勘案して

作成した方針に基づき，必ずしも一遺跡出土品一括保管

の考え方にとらわれずに保管・管理することも可能とす

。 ， ，ることが適当である この場合 保管・管理に際しては

たとえば次のような３区分があると考えられる。

①種類・形状・形態，文化財としての重要性の要素を総

合的に勘案し，展示・公開等による活用の機会が多い

と考えられるもの。

常時展示するものは展示施設において保管・管理

することになるが，それ以外のものについても，種

類・形状・形態や活用の頻度を考慮し，一般の収蔵

庫とは別の施設で保管・管理することも考えられ

る。材質・遺存状況において脆弱なもの，特別の保

存措置を要するものについては，適切な収納・保管

設備，空調などの環境調整設備を整備することが必

要となろう。

②文化財としての重要性，活用の頻度等において①の区

分に次ぐもの。

報告書に記載されたものとそれ以外のもの，完形

品とそれ以外のもの，展示・公開や研究資料として

の活用の可能性の多少等の観点で，さらに数区分に

分けることも考えられる。②の出土品については，

保存及び検索・取出しの便と収蔵スペースの節約を

考慮しつつ収蔵箱に入れ収蔵棚に整理する等，適正

な方法で保管・管理する。

③文化財としての重要性，活用の可能性・頻度が比軒的

低いもの｡

必要があれば取出しが可能な状態で，保管スぺー

スを可能な限り効率的に利用できる方法で収納す

る。

（ｳ）保管・管理に際しての情報管理

前述のように出土品を区分して保管・管理する場合に

は，それと同時に，どの出土品がどこに保管されている

か等の情報が管理され，保存・活用の要請に対し的確に

対応することができるようになっていなければならな

い｡

このためには，コンピュータを利用する等により，出

土品の名称・内容・数量・発見時期・出土遺跡名，発掘

調査報告書への登載状況，保管の主体・場所等に関する

情報・記録を作成の上組織的に管理し，新たな出土品が

加わった場合の登録や情報の取出しが必要な場合の検索

等が円滑に行えるシステムを整備することが必要であ

る。

このことは，特に，出土品を他の施設で保管・管理す

る場合には，不可欠のものである。

（２）保管・管理のための施設の整備等

出土品について上述のような体系的な保管・管理を行

うためには，各地方公共団体において恒常的な施設を充

実し，適正な保管・管理を可能にするだけの設備やスペ

ースを確保する必要がある。また，保管・管理のための

施設の整備に際しては，地震等の災害に耐えうる構造の

ものとする必要がある。

このような施設としては，従来，各地方公共団体にお

いて，埋蔵文化財収蔵庫，歴史民俗資料館，埋蔵文化財

調査センター，出土文化財管理センター等が設置されて

きているが，今後とも，出土品の保管・管理方針に沿っ

た適正な保管・管理が行われるよう，各地方公共団体に

おける出土品保管施設の整備とそのための財政的措置が

必要である。

出土品の適切な保管・管理のためには，施設の整備と

ともに専門的知識をもった職員による出土品の保管・管

理の体制が置かれることが必要である。

また，適切な保管・管理のための新たな施設・設備・

器具類の開発も必要である。これまでは市販のコンテナ

ケース箱，鉄製の柵等を利用しての保管が主体であった

が，より適切な保管・管理のためには既存の施設・器具

等の改善や新規開発も望まれる。

第４章 出土品の活用の現状と課題及び改善方策

１ 出土品の活用の現状と課題

（ｱ）活用の状況と問題点

出土品の活用方法として現在一般的に考えられるの

は，展示・公開，学校教育における利用，学術研究用の

資料としての利用などがある。

平成６年度において自ら公開し，又は他へ貸し出して

活用を行った地方公共団体の実績では，展示・公開を内

容とするものが 件と最も多く，次いで学校教育に339
おける利用を目的とするものが 件，研究目的のも106
のが 件となっている。38
この現況を出土品の総量及び全国の出土品を保管して

いる地方公共団体が 団体であることとの対比でみ2,757
ると，出土品の活用は，少数の優品が展示・公開される
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ことがある程度で，総体としては必ずしも活発とはいえ

ない状況であるといえる。

活用がこのような状況となっている背景・理由として

は，文化庁による出土品の一括保存・活用の指導があっ

たことや出土品の整理が進んでいないこと，展示・公開

事業の企画や他からの要請があまりないこと，展示・公

開のための施設・設備や体制がないこと等が挙げられ

る。

出土品を広く活用するためには，各地方公共団体間に

おいて，どのような出土品がどこに保管・管理されてい

るかという情報や出土品の展示・公開その他の活用状況

に関する情報を提供できる体制が形成されている必要が

あるが，現在のところこれらについては埋蔵文化財調査

センター等調査機関の年報・広報誌等に記載がある程度

であり，そのような体制・仕組みにはほど遠い状況であ

る。

（ｲ）活用のための施設の状況と問題点

出土品の活用のうち展示・公開が行われた施設につい

てみると，博物館等展示を目的として設置された施設で

の展示が最も多いが，一部の地方公共団体では発掘調査

の原因となった開発事業により建設された駅や建物等の

施設で，当該発掘調査による出土品を展示するために貸

出しを行っている例もある。学校教育における活用とし

ては，余裕教室を利用した常設展示や体験学習の教材と

して利用する例が多い。

出土品の展示・公開のための専用施設をもっている地

方公共団体は，出土品を保管している 地方公共団2,749
体のうちの約 ％である。45
そのような施設をもっていない地方公共団体にあって

は，公民館や廃校の一画等に出土品を展示しているとこ

ろもあるが，一般向けの展示・公開は全く行っていない

ところも多い。

２ 改善方策

（１）基本的な方向

埋蔵文化財の保護や発掘調査に対する国民の理解と協

力を促進するためにも，国民がいろいろな機会にさまざ

まな方法で出土品に触れることができるように，その広

範な活用を図る必要がある。

このためには，従来行われている方法を拡充するとも

に，従来の方法 にとらわれず出土品の種類・性格に応と

じた新たな活用方法を開発し，積極的に具体化する必要

がある。

また，それを可能とするために，出土品の一括保管の

考え方にとらわれないこと等，より活発な活用のための

条件を整備するとともに，展示・公開のための施設・体

制の整備や保管している出土品に関する情報の地方公共

団体や大学・研究機関等による共有も必要である。

（２）新たな活用方法の開発

従来の活用は，ほとんど公立博物館等公的な施設にお

けるかなり定型的な方法による出土品中の優品の展示・

公開が中心である。

国民が出土品のもっている価値をさまざまな形で享受

できるように，従前から行われている活用についてはそ

の方法等の大幅な拡充を図るとともに，さらに新たな活

， 。用方法を開発し これを積極的に具体化する必要がある

このような施策は，基本的には各地方公共団体におい

てそれぞれ工夫する性格のものであるが，そのいくつか

を例示すれば次のとおりである。

（ｱ）博物館等展示専用施設における活用の改善・充実

博物館等展示専用施設における展示は，最新の調査成

果を反映させるような常設展示の更新や速報的な展示の

企画等，発掘調査の成果を地域に広く公開するためにも

積極的に進めることが望まれる。このため，発掘調査組

織と博物館等との連絡・協力関係を強化する必要があ

る。

また，展示方法としても，出土品の種類によっては，

見るだけではなく直接触れることのできるようにする等

の工夫も必要である。

（ｲ）学校教育での活用の拡充

児童・生徒が地域や国の文化を理解していく上におい

て，出土品は地域の歴史を物語る生きた資料であり，学

校教育の教材として優れたものである。学校教育での出

土品の積極的な活用や活用のための資料の作成が望まれ

る｡また，大学での教育においても，生きた教材として

の出土品の積極的な活用が望まれる｡

この場合，学校の授業等において出土品を活用する際

には，出土品の提供や解説資料の作成のみでなく，埋蔵

文化財専門職員による説明も併せて行う等，より効果的

な教材としての活用方法を工夫することも必要であろ

う。

（ｳ）各地域の住民に対する活用の工夫

発掘調査自体については，従来から，現地説明会等に

よりその成果の地域への公開が図られてきたところであ

るが，出土品についても，このような現地説明会におけ

る活用とともに，市町村役場や公民館等の住民に身近な

公共施設における出土品の展示や地域の行事の際の出品

等，地域住民が直接出土品にふれることができる機会を

積極的に設けることも必要である。
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（ｴ）民間施設を有効に利用した活用

公開・展示の場所を公的な展示専用施設に限る必要は

ない。たとえば，発掘調査の原因となった開発事業によ

り建設された施設での展示等，民間の，展示用施設でな

い施設における活用にも積極的に対応する必要がある。

（ｵ）他の地方公共団体や外国との連携

出土品の活用の場所については，出土した地域やその

地方公共団体内に制限する必要はなく，国内の他の地域

や外国における展示・公開や研究資料としての活用も有

益であると考えられる。

たとえば，他地域あるいは外国との典型的な出土品の

相互貸借等，有無を相通ずる出土品の相互交流による広

範囲な活用は，我が国の多様な文化と歴史に対する理解

を深める上からも有益であると考えられる。

， ，この場合 貸し出した出土品の種類や数量のみでなく

， ，必要に応じ 出土品の形状や状態に関する情報も記録し

貸借した出土品の適正な取扱いが確保されるようにする

ことが必要であろう。

（ｶ）学術的な活用の推進

従来も発掘調査で中心的な役割を果たした大学や研究

機関への出土品の貸出し等は行われてきたが，さらに広

範囲の大学や研究機関に対し教育や研究のための資料と

して提供することは学術的進歩・発展にとっても有効な

ことと考えられる。

そのためには，広く大学・研究機関・関係学界への保

管・管理されている出土品に関する情報提供等のための

恒常的な連携・連絡の方途を確保しておくことが必要で

ある。

（３）展示・公開施設の充実等

地方公共団体，特に市町村においては，出土品の展示

・公開等その活用の推進のための施設の設置を進めると

ともに，既存の施設についても，より積極的な活用に適

した施設として充実・改善を図る必要がある。

埋蔵文化財保存センター等の埋蔵文化財の発掘調査等

の拠点となる施設の設置・準備に際しては，出土品の展

示機能にも十分配慮し，発掘調査の成果を住民に還元で

きるように配慮することが望ましい。

また，出土品の広範な活用のためには，出土品の保管

・管理や活用状況に関する情報の広報誌・コンピュータ

ー利用の情報ネットワークなどを活用して相互に発信す

ることが有益であり，そのシステムの開発の研究も必要

である。これらの施策の積極的推進が必要である。



Ⅲ　出土品の保管状況等に関する実態調査集計結果　平成7年3月現在

1　出土品の保管量

年度別出土品の保管量（箱数）　贅 

平成2年　平成3年　平成4年　平成5年　平成6年

［二二二コ当該年度の増加量（市町村） 
1■■■■当該年度の増加量（都道府県） 

E；：：≡；：：：≡ヨ前年度までの保管量（市町村） 
望ヨ翌≡ヨ前年度までの保管量（都道府県） 

出土品の年度別・都道府県市町村別保管量（箱数）

年　度 ��ﾘ����ﾇb�都道府県の保管量 倡9*ﾉ�ｨ,ﾉ]ｸｬy|｢�当該年度増加量合 計 �9h･僖�7�,ﾉ�ﾘ��|｢���79;儻ｸﾊx�｢�当該年度の増加量 （市町村） 

平成2年度 �8�3#���C�#b�1，248，464 �(�3�3(�3Cc"�266，898 祷ｷs田��175，938 

平成3年度 �8�3Sド�3ャr�1，373，147 �(�3#�8�3sC��305，961 ��#H�3c�2�181，278 

平成4年度 �8�3��h�3鼎"�1，505，821 �(�3C���3�#��330，055 ��3(�3csB�197，381 

平成5年度 滴�3#Sx�CC澱�1，626，916 �(�3c3��3S���340，554 ��#��3�迭�219，459 

平成6年度 滴�3Sヨ�3c�r�1，767，334 �(�3�#��3#s2�331，111 ��C��3C���190，693 

各地方公共団体で保管している出土品の量を、コンテナに換算した量であり、60×40×15cm程度の大きさの

コンテナを目安とし、大型の出土品についても、その容量をコンテナに換算している。

毎年の増加量に大きな変動はなく、年間30万箱前後である。1地方公共団体の年間の平均増加量は、都道府

県では約2，600箱、市町村では約70箱となる。

平成7年3月現在、47都道府県と2，710市町村に出土品が保管されており、都道府県には約1，767，000箱が、

市町村には約2，821，000箱が保管されている。
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2　発掘調査量と出土品量

埋蔵文化財発掘届等件数の推移（平成8年3月現在）
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発掘調査量については、各地方公共団体が出土品を保管する原因となったものについて回答を求めた。この調

査結果からは、平成2年度から6年度の発掘調査1件当たりの出土品量の推移はほぼ一定していることが分かる。

特に市町村ではおよそ30箱と、ほとんど変動することなく推移している。また、発掘調査面積1，0001正当たり

の出土品量は、都道府県では16箱から25箱の間で推移し、市町村では21箱から23箱の間で推移している。都

道府県の変動幅が市町村の場合に比較してやや大きいのは、都道府県の発掘調査には大規模なものが多いため、

遺物の集中する地点を調査する場合とそうでない場合の差が大きくなり、出土品量に比較的大きな変動が現れる

のであろう。
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3　保管している出土品の種類別の量と内訳

（1）保管している出土品の種類別の量

保管している出土品の種類別の量 
都道府県市町村の総計 

保管している出土品の種類別の量では、土器類（陶磁

器類を含む）が圧倒的に多いことが分かる。これは、土

器類が最も普遍的に出土し、また腐朽し難いものである

ことによる。以下、瓦類、石器・石製品、木製品等が続

く。その他には繊維製品、玉類、ガラス、土製品、貝製

品、砂鉄、鉱石などが含まれる。

－8－

種　　類 兢ｸｬy|ｨ�價��｢�

土器類 �8�33���3��R�

瓦　類 鼎���3鉄��

石器・石製品 �#sH�Cs���

木製品 ��s8�3ンb�

スラグ類・木炭 涛h�C3C��

自然礫・自然石 田h�C�c��

動物遺体 鉄(�3#ビ�

埴　輪 鼎��3##B�

植物遺体 �#��3ssb�

金属製品 �#��3�#��

人骨，骨角器 ����33�R�

その他 涛��3��r�

合　計 滴�3Sヨ�3c�r�



（2）保管している出土品の種類別・都道府県別の量

保管している出土品の種類別の量には地域差が認められる0例えば、土器類・瓦類は大阪府を始めとする近

畿地方に多く、石器・石製品は北海道から東北欄東地方を中心とする東日本に多い0出土品の取り扱い基準

等の策定にあたっては、これらの地域差を考慮に入れる必要があろう0

なお、保管量はすべてコンテナに換算した箱数で表している。
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瓦類は都城跡や寺院跡を多く擁する地域に多く、近畿地方と福岡県に大量に保管されている。埴輪は関東地

方と近畿地方で顕著に認められる。
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杢製品 勵��

木製品は近畿地方と静岡県、福岡県などの保管量が多いが、特に大阪府の保管量が多い。

金属製品の保管量は、土器類の保管量に見る全国的な傾向と大まかには一致するが、北海道の保管量が多い

点が特徴となっている。
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石器・石製品、骨角器は東日本の保管量が多くなっている0また、顕著ではないが、九州地方の保管量も近畿・

中四国地方に比較して多いといえる0
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■ 人　骨　　毒 

植物遺体 鳴�

人骨は関東地方と山口県、福岡県、佐賀県のほか長野県や沖縄県の保管量が多い0植物遺体では滋賀県の保管

量が多いが、これは粟津貝塚の出土品が大部分を占めている。
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動物遺体では鹿児島県、沖縄県の保管量の多さが目に付く。スラグ類・木炭の保管量は、たたら製鉄の発達し

た中国地方では少なく、福島県と北陸地方に多い。これは福島県と富山県において、スラグ廃棄場を含む製鉄遺

跡全体を対象とした大規模な発掘調査が実施された結果である。自然石・自然礫の保管量は、石器・石製晶と同

様、東日本に多く、なかでも北海道の保管量の多い点が特徴である。
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（3）保管している出土品の整理済みの量と未整理の量

l　　出土品の内訳：整理済みの量と未整理の量　　　臣 

1，205，072（26．5％）市町村未整理　　　　　　1，025・104（22・5％）都道府県整理済み 

757，476（16．6％）都道府県未整理 

1，563，042（34．3％）市町村整理済み 

全国の保管出土品のうち整理済みの量が約60％、未整理の量が約40％を占める。都道府県と市町村それぞれ

についても、この比率が適合する。

種類別にみた整理済み出土品と未整理出土品の比率萱 
都道府県市町村合計 

0％　　　　　　20％　　　　　　40％　　　　　　60％

土器類

瓦類

埴輪

木製品

金属製品

石器・石製品

骨角器

人骨

植物遺体

動物遺体

スラグ類

自然礫・自然石

その他

整理済み　□未整理

80％　　　　　100％

種類別にみた全国の整理済み出土品の割合は、いずれも70％に達しない。最も高い比率の金属製品で68％、最

も低い植物遺体で18．7％である。出土品の72％を占め最も量の多い土器類は、60％近くが整理されている。
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理 出土品
道府県

0％　　　　　20％　　　　　40％

土器類

瓦類

埴輪

木製品

金属製品

石器・石製晶

骨角器

人骨

植物遺体

動物遺体

スラグ類

自然礫・自然石

その他

∈ヨ整理済み　ロ未整理

80％　　　　100％

土器類

瓦類

埴輪

木製品

金属製品

石器・石製品

骨角器

人骨

植物遺体

動物遺体

スラグ類

自然礫・自然石

その他

∈∋整理済み　ロ未整理

都道府県では、骨角器のように整理済み出土品の割合が70％を超えるものがある一方で、10％に満たない植物

遺体があるなど、種類による格差が市町村に比較して大きいといえる0市町村では整理済み出土品の割合が70％

を超えるものはないが、種類間での格差が比較的小さい。

スラグ類では、都道府県の整理済み品の割合が65・8％に達しているが市町村では31・8％が整理されているに

過ぎない。しかし、植物遺体では市町村の整理済み品の割合が48・5％と高いのに比べ、都道府県ではわずかに

8．2％である。
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（4）整理済み出土品の報告書掲載分とその他のものの比率

整理済み出土品の報告書掲載分とその他　　　蔓 　　　　　　　　　′＼′＼′＼ヽノ＼八′ 

260，497（12．4％）都道府県掲載分

799，889（38．0％）市町村その他

468，241（22．2％）都道府県その他

577，909（27．4％）市町村掲載分

整理済み出土品のうち報告書に掲載されたものは、都道府県と市町村の合計で約40％あり、報告書に未掲載の

ものが60％にのぼることが分かる。都道府県、市町村別にみた場合もほぼこの比率が適合する。なお、これらは

整理された出土品の個体数や破片数を示すのではなく、コンテナ数に換算した見かけの体積を示している。

種類別にみた報告書掲載分出土品とその他の比率（整理済み） 
都道府県市町村合計 　　　八　　　へ（　（〈 

土器類

瓦類

埴輪

木製品

金属製品

石器・石製品

骨角器

人骨

植物遺体

動物遺体

スラグ類

自然礫・自然石

その他

巨報告書掲載分田その他 ��r�

0％　　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％

整理済み出土品の収納方法を区別する場合、報告書に掲載されているかどうかが基準のひとつになっているが、

報告書掲載出土品の比率を種類別にみると、木製品、金属製品、骨角器、人骨などで50％以上のものが報告書に

掲載されていることがわかる。また、玉類、繊維製晶、土製品などを含むその他の出土品も報告書掲載率が高い。
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種類別にみた報告書掲載分出土品とその他の比率（整理済み） 
都道府県 

土器類

瓦類

埴輪

木製品

金属製品

石器・石製品

骨角器

人骨

植物遺体

動物遺体

スラグ類

自然礫・自然石

その他

報告書掲載分【コその他 

0％　　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％

種類別にみた報告書掲載分出土品とその他の比率（整理済み） 
市町村 

土器類

瓦類

埴輪

木製品

金属製品

石器・石製品

骨角器

人骨

植物遺体

動物遺体

スラグ類

自然礫・自然石

その他

巨＿望望讐≡．．＿＿．三三≡望．＿＿＿＿．…＿．．■＿…董 

0％　　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　　100％

種類別の報告書掲載出土品の比率を都道府県、市町村別にみると、やはり骨角器、人骨、木製品、金属製品の

掲載率が高くなっているが、その他のものでは都道府県が86．5％と非常に高いのに比較して、市町村では36．1

％に止まっている。（その他には繊維製品・玉類・ガラス・土製品・貝製品・砂鉄・鉱石などが含まれる。）
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4　記録保存を前提とする発掘調査での出土品の取扱い

（1）発掘調査から整理分析■保管までの取扱い

繰群・剥片・集石等の取扱い

0％　　　　　20％

礫群（自然礫）

石器製作所の剥片等

集石（自然石）

配石等（自然石）

・i t：田全て取上げ，全て保管旺B一部採取，全て保管　■i 

四全て取上げ，選択保管　囁一部採取，選択保管　I 

l■選択取上げ，全て保管　m記録のみで取上げない　蔓 

⊂コ選択取上げ，選択保管国記録も取上げもしない蔓 

40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％
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それぞれの出土品について発掘調査経験のある地方公共団体に回答を求めた。

集石、配石等の自然石や古墳の葺石、石棺等の石材では、選択して取り上げたり一部を採取する地方公共団体

が多く、古墳の葺石や石室では、取り上げない地方公共団体がかなりの数を占める。
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4　記録保存を前提とする発掘調査での出土品の取扱い

（1）発掘調査から整理分析・保管までの取扱い

鍵群・剥片・集石等の取扱い
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墳の葺石・石棺等の石材の取扱い
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・・ヒ・1…・離全て取上げ，全て保管　∈己一部採取，全て保管 

；・：・：・：全て取上げ，選択保管　由一部採取，選択保管 

選択取上げ，全て保管　m記録のみで取上げない 

選択取上げ，選択保管　∈∋記録も取上げもしない 

0％　　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％
●・・・・．　　卜・・．　’●・・・・．　　卜・　　’●・・．．　　ト・・・． 劔劔■・・、．　l‾・・㌧．．　　■’・・・・・．　l 

●◆■ ◆◆●■ �� ��ﾈﾟｸ�6ﾈ�8ﾟｶﾈ�6ﾈﾟｸ�6ﾈ�6ﾈﾘHﾟｸ�8��4唯�
一　日ⅢllHlⅢ…冊……lHlⅢ…111冊Ⅲl冊l冊11日Ⅲll…ⅢlHH冊11Ⅲlll＝…胴Ill冊＝Ⅲl…l…冊ⅢⅢ 

…皿ⅢⅢl…冊…l…Ⅲlltll刷l 
Ⅶ』」三二‡二二．二．　　　ll……ll……………………lMIHll州Ml川棚Il州Ml州ItllMl州州州IHll…………………l………………………l… 

6 佛8ﾌ���ﾞX,賠G(�Vvﾉy88�E)?ｨﾇhｬ�ﾅ�*ｨ.��>ｨﾇｩ��陂譏ｧIL�+靠ｸｹi�ｨ喆��円H蛻ｨｩ$R�剪�

感脱を；等弘 澗脱 亶ﾈｹ��x�7"�f■≠ト■ij・！－ト巳′ト…′Ll…鮭 r：鮒を：弐…；誠二・…瀞 劔 

出貼脱臼跳 ��圭；間削州州ml紺lll州l…llltll州HllMtll…lm州 

埴輪の取扱い

0％　　　　　　20％

窯体内埴輪

灰原の埴輪

窯跡以外の埴輪

l国全て取上げ，全て保管　Eヨ一部採取，全て保管 ��R�����B�B�*ﾒ�+2�｢�B�B�

田全て取上げ，選択保管　閣一部採取，選択保管 

『■選択取上げ，全て保管　m記録のみで取上げない 

⊂コ選択取上げ，選択保管　∈ヨ記録も取上げもしない 
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それぞれの出土品について発掘調査経験のある地方公共団体に回答を求めた。

集石、配石等の自然石や古墳の葺石、石棺等の石材では、選択して取り上げたり一部を採取する地方公共団体

が多く、古墳の葺石や石室では、取り上げない地方公共団体がかなりの数を占める。
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製鉄関連遺跡の鉱浮や近世以降の瓦の取扱いでは、選択的に取り上げたり選択的に保管する地方公共団体がか

なり認められる。
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四全て取上げ，全て保管　四一部採取全て保管 

四全て取上げ，選択保管　中一部採取，選択保管 
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選択取上げ，全て保管四記録のみで取上げなし蔓 　　　　　　　　　　　　　　　■ 

誠盈脇裏返藍幽 

製鉄関連遺跡の鉱梓や近世以降の瓦の取扱いでは、選択的に取り上げたり選択的に保管する地方公共団体がか

なり認められる。
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聞 �� �� �� ��郡隋 �?����H�h���h���I?����h�h�H���H�H�H���h+��h�H+��H�H�h�����H�H���H���H�����H�H�h��?�?��h�I?��H�h�h6ｨ�h�H�H6ｨ�h�h�I?��i?�,R�剪� �� ����

●●◆●●●●●●● �� 剪� �� �� ��

蛸 冓�� �� �� �� � ��� �� �� � 

”ul帽 �� �� ��ﾈ�ﾈ�ﾈ���ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾂ� ��� �� �� � 

‡」 ��出 兀�� �� �� ��ﾈ�������ﾂ� 劔� �� � ��

華r■持 猥河 �-��椶� 偬��ﾄ2�鮎 師 ��澗 ��劔劔凵£U・‥ � ��

◆●●◆●●●◆ ●●●◆●●●● �?��h�x�h�h�h�x�H�x���x�H�h�h�x�H�h���h�h�h�H蓼�h�h�h�8�h�8�H�8�h�8�H�8�H�8�H�8���8�h�8�����h�8�h�8�H�8�H�8�h�8�h�8�h�8�h�8�H�8���8�H�8���8�H�8�h�8�h�h���8�H�8�H�8������R�劔剪���

－ 
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遺構を構成する井戸枠・木樋等の取扱い 

0％　　　　　　　20％　　　　　　　40％　　　　　　　60％

琶詔ヨ全て取上げ，全て保管　巳ヨヨ一部採取，全て保管

四全て取上げ，選択保管　EB一部採取，選択保管

も選択取上げ，全て保管l皿記録のみで取上げない

⊂：コ選択取上げ，選択保管　∈ヨ記録も取上げもしない

80％　　　　　　　100％

■－●●■　　　　　　　　　　　　　　　■■－●－　　　　　　　　　　　　　　　●■●　　　　　　　　　　　　　　　　■■●■●■ 

ほほ 巨≡≡： 僵B� ��｢�ﾂ����｢�蝉！■ 鎚妄■≧ �� �� �� 白� �� 

●●●●●●● ●●◆●◆ ��ﾈ�ﾈ���� 

l － 劍N ������ �� ��ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾂ��X5h�h�X�b� �� � 

】 �� ���� �� �� ��x�h�y�ﾂ��X5h�h�X�b�� � 

＋‡‡十 　　　百 日 �� ��‥・　■・′■　■・・≦■■・・・轡l、 �� 6日 臼 ；媚 ��｢� 兒2���凵怐怐怐氈� ●●●●● ；：：：； く・：・ ��ﾈ�ﾈ���ﾂ��h�X�h�X�ﾂ��ﾈ���ﾈ�ﾂ��h�X�h�R� �� �� ��

‥：＝：‥‥二‥‥：‥‥‥‥＝＝‥‥‥‥‥‥＝‥‥‥‥：‥：＝：：：＝‥：＝‥ ��h�H�x�h�h�h���ここ‥‥：＝：「『 ��

その他の出土品の取扱い

人骨

動物遺体

植物の種・実

貝塚の貝

種・実以外の植物遺体

炭窯の木炭

住居跡等の埋土

田全て取上げ，全て保管　田一部採取，全て保管 

巳ヨ全て取上げ，選択保管　巴一部採取，選択保管 

l■選択取上げ，全て保管　の記録のみで取上げない 

⊂コ選択取上げ，選択保管　臼記録も取上げもしない 

0％　　　　　　20％　　　　　　40％　　　　　　60％　　　　　　80％　　　　　100％

遺構を構成する井戸枠・木樋等では近世以降のものについて選択的に取り上げたり、選択的に保管する地方公

共団体が相当数、認められる。

その他の出土品については、特に時代や出土状況等を限定した間を設定していない。したがって、これらの回

答には相当の幅があり、様々な時代や状況のものが含まれている。
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5　出土品の保管施設

（1）保管施設の棟数・床面積・保管量及び保管状況

恒常的保管施設の状況

a施設の構造別にみた棟数・床面積・保管箱数 
棟　　　　　数 

総　　　計 ���I58ｽ��Y58ﾙﾂ�b．軽量プレハブ �8�Im��"�d．その他 

都道府県合計 由������s"�122 �3B�6 ����

市町村合計 ���3ss2�1，178 �#sB�262 鉄��

総　　　計 ���3鼎R�1，300 �3���268 田��

面　　　　稽（ポ） 

総　　　計 ���I58ｽ��Y58ﾙﾂ�b．軽量プレハブ �8�Im��"�d．その他 

都道府県合計 市町村合計 �3sh��鼎X��sB�370　323．40 店�3ScH�C#b�472．80 鉄ス�C#��I 267，901．27 白�#���3S�(�Cヲ�20，065．96 �3H�3c�h�C�r�4，706．24 

総　　　計 田CH�3イx�C���578，836．29 �#X�3c3��C#"�35，088．97 店�3#���CS"�

箱　　　　　数 

総　　　計 ��58ｽ��Y58ﾙﾂ�b．軽量プレハブ �8�Im��"�d．その他 

都道府県合計 市町村合計 ��茹X����8ﾒ���#CCc2�1，023，261 涛(�3鼎R�4，373 �8�3ャB�II 1，004，510 田���3����171，284 涛��3sS"�53，473 

総　　　計 �(�C�#��3都2�1704　262 �#cH�3##��103，125 鉄x�33Sr�▼　　　　　　　　　▼ �� 

b保管の状況（箱数） 

総　　計 ���騫ﾙ$�,假ｹEｲ�b．床に積み上げて収 �8�Hﾌｸ､�,冢ﾉ��-ﾒ�d．その他 

都道府県合計 市町村A計 刄]じ＼P 1124463 都Sh�3田"�330，799 �3H�3�S��2，543 II 1004510 鉄�X��s3��436，696 ����3����34，075 

糸 ����ﾓ���uﾘ��ﾇb�II 2128973 白���3#s(�3s���767，495 鉄(�3�c��36，618 ／／しヽ 僮　　　　　　I ��

暫定的保管施設の状況

a施設の構造別にみた棟数・床面積・保管箱数 
棟　　　　　数 

総　　　計 ���I58ｽ��Y58ﾙﾂ�b．軽量プレハブ �8�Im��"�d．その他 　14 

都道府県合計 �#S��CR�43 �����CR�11 

市町村合計 �(�3C度�CR�1，150 都C��CR�436 ��c2�

総　　　計 �(�3sSx�C��1，193 涛C��C��447 ��sr�

面　　　　積（最） 剪�

総　　　計 ���I58ｽ��Y58ﾙﾂ�b．軽量プレハブ �8�Im��"�d．その他 1，068．00 

都道府県合計 �46，104．63 ����3SSX�C���23，192．49 �8�3#��C�R�

市町村A計 �#C���3�H��s2�123　059．41 田��3鉄��Cc��48，407．31 度�3ャx�CC"�ロP 総　計 僮 295，409．36 白��C��3c�H�CS��93，143．09 鉄��3c塗�C3b�8，955．42 

箱　　　　　数 

総　　　計 ���I58ｽ��Y58ﾙﾂ�b．軽量プレハブ �8�Im��"�d．その他 

道府県合計 田C(�3ピ��219，687 �3Sh�3ピ��33，737 �3(�3Ssb�

市町村合計 ���3��h�3sc2�696，154 都3X�3S�2�259，243 ��#X�3ss2�

総　　　計 �(�3CS��3c3B�915，841 ���3��(�3CcB�292，980 ��S��33C��

b保管の状況（箱数）

総　　計 ���I�騫ﾙ$�,假ｹEｲ�b．床に積み上げて収 �8�Hﾌｸ､�,冢ﾉ��-ﾒ�d．その他 

道府県合計 田C(�3ピ��196，846 鼎�x�333B�17，844 ����3イr�

市町村合計 ���3��h�3sc2�444，596 ���3#CX�3sビ�82，396 鼎8�3塔R�

総　　　　計 �(�3CS��3c3B�641，442 ���3cc8�3�#��100，240 鉄H�3�3"�
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（2）保管施設と保管の状況（都道府県市町村の合計）

保管施設の構造別内訳（棟数） 
都道府県市町村合計 

総　　　計

恒常的施設

暫定的施設

四鉄筋・鉄骨　■■木造　　　・一 
I 【≡ヨプレハブ［コその他 

千棟

0　　　　　　　　1　　　　　　　2　　　　　　　　3　　　　　　　　4　　　　　　　　5

ト・・・　　　　　　　卜・・・．　　・・・・．　　「・・、・．　　‘・・・・・．　　卜・・，．　　・、．．　l 
・：・：1 劔劔劔 �� � 

槻酢蛸臓踊 冉��は肖 俶��日 日 �� 劔?｢� �?inR�；；；菅；；；：；；；瞥；；；；；；； ��1円F虹 刮F竜 ～ 凵� � ��刮� ��

欄 �� �� �X蜑ﾎ�� ����緒m 

酬 儷2� 桷�� 倚ﾉXﾒ� 佗r� 侈h�H�H�R� ��●◆●●●●◆ 

言 ��…≡【 �� 劍��wh���2� �� 

芦 �� 丶�� ��������

河 日 日 魔�＝．閂 踊■⊇ ��：●：：：：：：：：：：：：：：：：：：： ����ﾈ�ﾂ�轢 ����ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾂ��ﾈ���ﾈ�ﾈ�ﾂ��ﾈ���ﾈ�����コア‡≡≡‡‡≡… 
紺抑制描 劍���

桝納 �� �� �� ����ﾈ���������ﾈ�ﾈ�ﾂ� �?��x��u��x�h�h�x�h�h�R�

≡≡…≡】 ��� 劔劔 

保管施設の構造別内訳（面積） 
都道府県市町村合計 

総　　　計

恒常的施設

暫定的施設

t辺ヨ鉄筋・鉄骨　』　木造 

【空aプレハブ　ロその他 　　　　　　　　　　　虞 

万Ilj

0　　　　　　　20　　　　　　　40　　　　　　　60　　　　　　　80　　　　　　100

・・・　　l‾■・・・・　　　‾●・・・・．　　l‾■・・・　　　　　　　　l‾■・・・・．　　　●・・t・．　　l■・・・、　　　・、・　　l 

萱圭…童茸≡三三；三三……計蓋 ��
m �� �� �� 凭�� ����刮P 

幽蛸 �*ﾒ� 刪�1㌢腎弧研削E鮒三縄㍗が相済9㍍亨鮎棚 劔��Ⅷ・■■：： � 

＝ �� �� ��"� 冉��暇 ��

椚 佛2� 冦｢�郡 冢ｲ�儿ﾞ�Hﾟｸ,ﾘ�H��� ��

■∴－．l �� �� �� ��

紺闇瀾・ 剪�澗艶麗；： 

保管施設の構造別内訳（保管箱数） 
都道府県市町村合計 

総　　　計

恒常的施設

暫定的施設

t：区l鉄筋・鉄骨　t■木造 

田プレハブ　⊂コその他　I 

百万箱
0　　　　　　　1　　　　　　　2　　　　　　　　3　　　　　　　　4　　　　　　　　5

・．．　　l 劍�X�X�H�H����ﾈ�ﾈ�h�X�����������ﾈ�ﾈ�X�X�H�H����ﾈ�������X�X�X������������������ﾈ�X�X�H������������������ﾂ�

棚 �� 仭r�N｢�沢闘 富ｫh�ｸ�X������X����傾�R� 僵B�離 儂ｨ�8�2� �� �� ��

帖闇 �� ��h�x�h�x�h�x�h�x�h�x�h�x�x�x�h�xuｦ(�h�b�

志 ��9=���ﾘ�h�h�h蜀俟2� 劔 �� ��

粥 冦｢�劔定 

閻 �� 乂��●◆●◆ ���� 

当 冢R� �� ��

保管施設の保管状況（保管箱数） 鳴�j��

都道府県市町村合計 

総　　　計

恒常的施設

暫定的施設

四棚に収納　一戸外野積み萱 

旺ヨ床積み上げ　⊂コその他 

百万箱
0　　　　　　　1　　　　　　　2　　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　5

‾●●・・．．　　】’●・　　　　　■・・　　　l‾・・．▲　　　　‾’・、．　　　ト●・・・．＿　　　　・・・　　　1㌧・．．＿　　　　・・．．．　　l 

：：：t 剪�剪��� �� 剪�

■●●■ ●●●● ◆◆● ．・：・ ���*ｸ皦�����8�8��� 

珊 鳴�関ト ���� �� ��＝●●■◆● ��� 

酬l】 剪�冦｢� ��◆●●◆●●●●●● ��．．ノ◆．． �� ��

酬 凉8�x�ｨ�Hvr� ��舅 ��

軋糾墨 劍ｸ｢��� ��【…≡……三 払ご・． 

・㈹ 巨 ��闘 �� �� ��8�88��Hv��

抗日 剪��� ��

……≦l 剪���

保管施設には出土品保管専用施設である恒常的施設と、仮置きしておくための暫定的施設がある。恒常的施設

の構造を見ると、鉄筋・鉄骨造りの堅固な施設が棟数・床面積においで恒常的施設全体のそれぞれ67・90％を占

めており、保管箱数においても恒常的施設に保管される出土品の57％が堅固な施設に保管されている。一方、暫

定的施設ではプレハブ等の簡便な施設が棟数・床面積において50％以上を占め、暫定的施設に保管される出土品

の70％以上が簡便な施設に保管されている。保管状況をみると、恒常的施設では60％が棚に収納されているが、

暫定的施設では棚に収納されるものはわずかに26％に過ぎず、多くのものが床に積み上げられている。
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（3）都道府県、市町村別の保管施設の状況

恒常的保管施設と暫定的保管施設の状況 　　　　　　　　　　　　　l 叩爪，▲，i、，i，．，．，爪qq，．．▲，▲．▲，爪，且，▲，．叫，爪，i¶，▲¶，iWi叩▲．▲WiW▲W▲q，▲，主．▲，八Wル▲W．W．，Ⅳ．W．Ⅵワ▲，Ⅳ仰．、，．叩W▲W．∇▲，爪，▲¶，．ⅤⅣ．ⅥWⅣM，▲W▲岬▲・〝．・〝▲¶・〝Ⅳ．¶▼．叩・Ⅳ▲・▲・▲－▲叩▲W．W．・叩▲W▲ワ▲蘭 

百万箱
0　　　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　3　　　　　　　　4

全国計

都道府県

市町村

団恒常的施設　　．蔓 

Eヨ暫定的施設　・蔓 

‾●・．　　　l‾●・・．　　　　‾’・・．　　　l‾■・・．　　　　■・・．　　　l‾’・・．　　　　‾‘■・．　　　l‾‘●・・．　　　　■‘・・．　　　l 

・：・：1 劔劔����������

跳如しと払出 � 倚ｹY��������X自¥(ｷ)jﾉ5ｹ���劔��x���x�ﾈ�ﾂ��X�h�X�h�R��h�X�h�X�b��X�h�X�h�R� ��y���yGx*ｸ�x��h�h�h�h�r�・ン： ●●●● ●■●● ：・：・ ��●■●●●●● ：・：・： ●●●●● ：○： ��幸H， �,����

●●●●●●●● 　●◆●●●●●● ：・．．・： ��

‾‾‾‾■’●：●：：…：汚さ…：…：…：榊≡：≡：… 劔��h�X�h�X�b�：き串…：三：…：…鞍≡；…；三； ��8�h�8�h�8�h�8�h�8�iu���h�8�iu�h凾���8ｿ��8�x���h�9.�*ｸｿ��8�h�8�h�8�h���h蓼�b���h�h�h�h�h�h�h�yd(�x�h�x�h�x�h�h�h�h�h�h98�h�R�

＋曲 r誠…l∃ �� ���自�x����x�ｸ���■粁 　＝；■封＿…． r■1閲Ⅶmu■ ��剪�������

■H仙山肌■皿■皿Ⅶ“肌鼎▲二●・、：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：・：・．芦ニー 冤 

●●◆●●●◆◆●● ��●●●◆◆● ��

】 l 剪� �� 劍�ﾈ�ﾈ�ﾈ���ﾂ����ﾈ�����ﾈ�ﾂ�

■ 偖h�ﾞ^�����N�IKI-ｹw厭y�yu��hｮﾈ�h�h�h蓼�h�ﾘ�hｮﾈ�f��h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�X�h�X�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�h�X�h�X�h�X�h�X�h�X�h���X�R�剪� ��．：．：．：．：．：5雪■敬 

恒常的保管施設の構造別内訳（保管箱数）

万箱
0　　　　　　　20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80

四鉄筋・鉄骨『ユ木造　　　■’ 

E≡ヨプレハブ　　⊂：コその他　　’ 

100　　　　　120

■■t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■ 

澗ほ・朋 酬葛 � � �� �� �� � � � ��ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾂ����ﾈ�ﾈ�ﾈ����ﾈ�ﾈ�����ﾂ��X�h�X�h�R����ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾂ�：：：：：：：：：：：：：：： ��ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾂ� 

封 曦���鳴� ��憫 �?｢�?｢�ほ ����h�X�YU�,h�^�H�X�X�Xｷﾄﾄｨ�Xｺ勁ﾒ� �� � � �� �� 

日 ��｢����� �� �� 凵｡●●●● ．・：・：・ ◆●●●● ●・：・：・ ●●●●◆◆ ◆●●●● � �� �� 

；：；輔：；：；：；：；：；；；：；：：：；：；：；せ；：；：；：： 劔�� �� 
醐 重婚肖 �,ﾘ�H���ｭim｢�【 �� � �� �� ��
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都道府県では、保管出土品の約63％が恒常的施設に保管されているが、市町村においては保管出土品の約35

％しか恒常的施設に保管されておらず、市町村では仮置きの状態のものが多数を占めることがわかる。都道府県

の恒常的施設ではほとんどが鉄筋・鉄骨造りの堅固な施設であるが、市町村の恒常的施設では簡便な施設のもの

の割合が比較的高い。

－25－
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市町村の暫定的施設では、堅固な施設の割合が都道府県よりも高く、学校等の保管目的以外の鉄筋・鉄骨造り

の建築物を利用した出土品の仮保管が、多く行われていることが窺える。
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（4）都道府県、市町村別にみた保管の状況

恒常的保管施設での保管の状況
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恒常的施設の保管状況では、保管品の半数以上が整理棚に収納されており、都道府県では70％近くに達してい

るが、暫定的施設では保管品の70％近くが床に積み上げられた状態で保管されている。また、いずれの施設にお

いても、床に積み上げられたり戸外に野積みされているもの等の割合が、都道府県よりも市町村において高く

なっている。
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6　出土品等の収納・保管管理状況

（1）出土品の収納・保管管理状況（複数回答あり）

1整理済みの出土品収納 の保管方法 �2整理済みの出土品収納 の方法・取扱い区別 �3出土品収納管理の登録・検索方法のシステム化 

一連跡の出土品 剳菇@・取扱い区別 僊．システム化 傳．登録・検索システム 

．遺跡単位に 一括保存 �(�IZｩ¥ｩZｨ藕+R�,I]ｸｬr�a．している �(�H+X,H*(,�*"�a．している �(�H+X,H*(,�*"�a．台　帳 �(�H5(9872�8X�ｸ5��ｲ�C．その他 

道府県 �32�21 �32�19 �#��26 �#"�9 �2�

市町村 ���3�3r�356 鉄�2�1，820 �#C2�2，217 �#�B�37 鉄��

口　　計 ���3都��377 田�b�1，839 �#s��2，243 �##b�46 田"�

整理済みの出土品を分別・分散して保管（トb）する方法は、出土品の種類、遺構、活用頻度、整理済みかど

うか、資料目録に掲載済みかどうか、実測図の有無などに基づく。

整理済み出土品を収納する際の方法・取扱いの区別をしている場合（2－a）の基準は、出土品の種類、完形品

あるいは復元品であるかどうか、報告書に掲載されたものであるかどうかなどである。ただし、それは明文化さ

れた基準ではない。

登録・検索システムのうちその他（3－B－C）としたものには、収納箱にデータを直接記載したり、一覧表を作

成するものなどがある。

（2）図面類や写真類の登録・保管方法（複数回答あり）

1実測図等の図面類 劔2写真・スライド類 
a． 台帳による �(�B�5(987(8X�ｲ�C． その他の 蓬�B�<�,�,�+R�a． 台帳によ �(�B�5(987(8X�ｲ�C． その他 蓬�B�<�,�,��

登録・検索 システム �5闔ｨ,�.h.��6���Xﾉ�R�5h5�6X8��方法 凾體o録・ 検索シス テム �5闔ｨ,�.h.��6���Xﾉ�R�5h5�6X8��の方法 �+R�

都道府県 �#2�6 唐�25 �#R�7 途�25 

市町村 �#S2�28 �����2．069 �#3"�19 都B�2，096 

合　　計 �#sb�34 ���r�2，094 �#Sr�26 塔��2，121 

図面類や写真類を登録・保管するその他の方法には、コンピューターに移行中のもの、ケースなどの収納場所

で区分・管理するもの、仮収納のもの等がある。

－28－



7　特殊遺物の保管状況

（1）木製品の保存処理状況

（2）保存処理済み木製品の保管施設

（3）保存未処理木製品の保管施設

保存処理済みの木製品の割合は全体的に低く、都道府県、市町村ともに20％前後である。

恒温恒湿の施設に保管されている保存処理済み木製品の割合は、都道府県、市町村ともおよそ30％であり、多

くのものは土器類等を保管する施設と同等の環境下に保管されている。

保存未処理の木製品のうち、仮置きの状態のものが約80％を占めていることがわかる。その他の仮置き保管と

してはコンテナ、ガラス容器、タッパーウェア、真空パックなどの保管形態がある。
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（4）金属器の保存処理状況

金属製晶の保存処理状況 
都道府県 

4，617（53．用）保存処理済

3，977（46．3射保存未処理

（5）保存処理済み金属製晶の保管施設

保存処理済み金属製品保管施設∃ 
都道府県 

4，617（53．循）恒温恒湿施設

3，977（46．3％）その他

（6）保存未処理金属製品の保管施設

保存未処理金属製品の保管施設： 
都道府県 

保存処理済み金属製品保管施設■毒 

聖聖まま 

保存未処理金属製晶の保管施設≦ 
市町村 

金属製品は全体の約50％が保存処理済みであり、木製品に比較して保存処理が進んでいると言える。

恒温恒湿の施設に保管される、保存処理済み金属製品の割合は約40％に達する。

保存処理前の金属製晶の80％近くが、土器類等を収納する通常の収蔵施設に保管されている。
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8　出土品の公開・活用状況

（1）展示公開のための施設

展示公開専用施設の有無室 
都道府県 

7（15．2％）ない

39（84．8％）ある

出土品展示公開のための専用施設或いは専用場所の有無 
無回答1 

展示公開専用施設の面積（合計） 鳴��2�ﾂ�

展示公開専用施設の有無 ���
市町村 

展示公開専用施設の1地方公共団体当たりの面積・… 

2 

m 

2500 2000 1500 1000 500 0 ����

1，969 

364 l 

都道府県　　　　　　　　　　　　市町村 



（2）貸し出し・公開の目的

保管出土品貸し出し・公開の目的別にみた地方公共団体数妻 
都道府県市町村の総計 

0　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　200　　　　　　　　　　300　　　　　　　　　　400

学校教育用

研究用
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（3）貸し出し・公開を行わなかった理由（複数回答あり）

理　　　　由 倡9*ﾉ�ｩ�B�

展示できる出土品が少ない ��X����

出土品の整理中・発掘調査中 ��CR�

借用希望がない ��#2�

展示スペース・ケース等施設の不備 ��#��

事業計画・機会・企画等がない �����

職員の不足 �3r�

展示等の準備のための時間がない ����

費用・予算がない 釘�

災害や移転小路のため休館中 釘�

平成6年度に保管出土品の貸し出し・公開を行わなかった市町村の回答で

ある。なお、平成6年度において都道府県はすべて貸し出し・公開を行って

いる。
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